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ひ

伊
東
彦
四
郎
茄
寿
翁

さあZヨ
ヲデ17 第、、，

J

a－－－ ，
g
t

、

の
南
部

一
帯
の
水
田
を
う
る
お
し
て
い
る

黒
部
の
由
民
の
山んべ
か
ら
千
古
の
付
を
と

か
し
て
慌
れ
る
黒
部
の
水
の
つ
き
な
い
如

く
翁
の
偉
業
は
永
劫
に
絞
り
伝
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
うロ× 

× 

× 

× 

彦
四
郎
翁
は、

伊
東
家
七
代
次
郎
左
エ

門
拍
章
の
嫡
子
で
、
宮
暦
八
年
（
百
九
十

九
年
前
〉
泊
町
沼
保
に
於
て
出
生
、
伊
東

家
八
代
の
主
と
な
ら
れ
、
晩
年
僧
と
な
り

天
保
五
年
四
月
二
十
日
病
技
せ
ら
れ
た
。

時
に
践
七
十
七
才
で
、
そ
の
遺
骨
は
泊
町

常
光
寺
の
噴
笹
に
葬
っ
て
あ
る
。

名
は
彦
四
郎
一
時
芳
、
字
は
公
屑
、
又
は

竹
堂
と
号
し、

別
に
栗
側
、
斑
子
な
ど
の

号
が
あ
っ
た
。

翁
は
組
先
以
来
十
付
の
載
を
世
襲
す
る

家
に
生
れ、

安
永
二
年
、
十
六
才
に
し
て

空
中一

開（

L

A あを成二 本 は八 た れ 於 感る 支 のに加さ通し教 飢
Hる費し年絡試年。た てぜ請 出容於賀にじ て う翁 鰹
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言寺

制
上
の
父
、
、
の
風
物

詩
．
そ
れ
冷
川
と
云

っ
て
も
刊
日
以
己
．た。

白
ぺ
に
お

、
わ
れ

た
時
門
需
の
泣
m
m
r一、

必
陸
へ
は

一
し
お
の

活
懐
を
慎
じ
仰
な
い

同
恨
の
大
作
－
か
ら

チ
ラ
リ
、
－ボムブ
ワ
と

ぽ
下
し
て
来
る
一
司
、

地
上
の
物
侍
を
4
ず

め
つ
く
し
て
．

一
切

の
悶
を
、
お
L
い
去

っ
て
L
ま
う
。

化
の
越
路
の
天
然

現
殺
の
中
に
、
北
陸

人
の
純

朴
な
気
風
が

市
立
わ
れ
て
行
く

：

。

風物

会乙ゲの

質

路

写土

v越
郷

町

政

日

闘志

選
挙
管
迎
賓
員
会

経
済
委
員
会

総
務
委
は
会

定
例
議
会

山
崎
小
伝
誌
上
横
式

教
育
委
員
会

線灘ti'＇；｛りよい？
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ひさあ号17 第

中
共
に
於
け
る
各
種
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、

氏
の
撮
彫
に
か
L

る
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し

た
講
演
は
若
人
に
深
レ
感
銘
を
あ
た
え
た

答

辞

歴
史
の
書
を
ひ
も
ど
き
ま
す
に
昭
和
十

一
、
二
年
に
は
日
・本は
、
自
ら
の
力
を
ひ

ど
ず
ら
に
信
じ
、
あ
の
レ
さ
わ
し
き
第
二

次
大
戦
の
前
兆
を
な
し
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
一
年
二
月
の
二
・
二
六
事
件
、
十

二
年
の
支
部
事
変
の
勃
発
等
、
こ
う
い

4

内
に
私
共
は
人
間
と
し
て
の
第

一
声
を
揚

け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

以
来
二
十
年
、
世
界
は
大
き
く
変
り
ま

し
た
。
然
し
私
共
を
み
護
り
有
門
て
L
下
さ

い
ま
し
た
社
会
は
何
等
そ
の
愛
情
に
変
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
考
え
て

見
ま
す
れ
ば
人
間
一

間
の
生
命
は
ま
こ
と

に州出
荷
た
る
も
の
か
も
知
れ
・
ま
せ
ん
。
然

し
こ
の
小
さ
な
も
の
で
あ
る
に
も
不
担
、

設
が
二
十
年
の
生
命
を
保
証
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を
今
日
こ
与
に
成

人
式
を
迎
え
得
る
ま
で
に
到
り
ま
し
た
取

は
我
々
を
と
り
ま
く
社
会
以
外
の
何
物
で

あ
め
ま
し
ょ
う
。

今
日
よ
り
紘
等
は
社
会
の
た
め
に
尽
さ
な

け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
否
こ
与
で
社
会
に

尽
す
こ
と
を
は
っ
き
り
奮
い
度
い
と
思
い

ま
す
。
然
し
残
念
な
が
ら
未
だ
若
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。
無
思
慮
な
行
動
に
走
ら
ん
と

す
る
事
も
稀
で
な
い
と
思
レ
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
御
鞭
鐘
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
御

願
レ
致
し
ま
す
。
最
後
に
今
日
か
く
も
盛

大
な
式
典
を
挙
行
下
さ
れ
た
事
を
濃
く
喜

び
と
致
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

使
い
古
さ
れ
た
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

私
等
は
若
い
社
会
人
と
し
て
強
く
、
明
る

く
、
正
し
く
生
き
て
行
き
度
い
之
思
レ
ま

す
。
我
々

の
郷
土
の
た
め
に
。
日
本
の
た

め
に
。
そ
し
て
世
界
の
た
め
に
。

昭
和
三
十
二
年

一
月
十
五
日

成
人
者
代
表

中
野
啓
畠

年

頭

金
辞
森

の

朝
日
町
長

乾
坤

一
転
し
て
読
に
昭
和
三
十
二
年
の

新
春
を
迎
え
二
万
五
千
町
長
と
共
に
新
年

を
祝
い
事
方
ぎ
ま
す
こ
と
は
訟
の
最
も
欣
快

と
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。

惟
号
に
一
九
五
六
年
は
わ
れ
等
国
民
と

し
て
説
に
思
い
出
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し

た。

即
ち
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
十
一

年

の
長
い
間
、
国
際
的
な
村
八
分
の
状
態
に

お
か
れ
た
わ
が
国
も
愈
h

去
暮
天
下
踊
れ

て
国
際
社
会
へ
の
明
る
い
仲
間
入
を
な
し

今
治、
国
辿
加
盟
副
と
し
て
一
院
枇
界
政
治

を
動
か
す
原
動
力
と
迄
進
出
し
た
甚
は
金

属
民
の
．
新
春
と
共
に
附
和
歌

L
て
止
ま
ぬ
処

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
闘
内
的
に
は
石
橋
内

山
聞
の
出
現
が
あ
り、

吉
田
県
政
の
樹
立
を

見
る
に
到
り
ま
し
た
こ
と
等
思
え
ば
突
に

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
n花
等
内

外
の
諸
情
勢
は
今
後
必
ず
や
尉
迎
の
隆
昌

に
将
ま
た
県
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
処
蓋

し
慈
し
レ
も
の
あ
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
政
指
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

傍岳、， 

わ
が
朝
日
町
で
は
町
民
各
位
の
御
協
力

に
よ
り
予
て
念
願
し
た
円
満
和
平
を
以
て

す
る
一

体
性
の
確
立
、
健
康
町
建
設
へ
の

体
育
の
生
活
化
、
さ
て
は
簡
水
地
域
の
拡

大
等
保
撞
衛
生
上

一
段
の
進
歩
を
遂
げ
、

bS華
護
軍
F

更
に
単
作
地
農

匙
露
臨
踏
襲
繋
F

業
対
策
と
し
て

齢
期
週
明
湘
溜
樹
臨
画
・
F
の
有
富
山
良
業
を

圃
闘
鶏
臨
港
欝
融
羽
羽
島

始
め
、
読
菜
、

a圃
E
E
E
司
k
・
・

園
芸
の
改
良
音

感
躍
輔
温
調
酒

．．
． 
可

及
に
努
め
所
謂

，a選
闘
機
曹
司

「
余
剰
労
力
完

全
消
化
」
の
観
点
か
ら
す
る
と
昨
年
文
化

政
村
の
表
彰
を
受
け
た
三
枚
橋
部
落
に
直

ぐ
第
二
、
第
三
の
三
枚
橋
部
落
の
現
出
を

喜
ば
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す

次
に
山
崎
地
内
の
奥
地
林
道
も
そ
の
後

国
営
事
業
と
し
て
継
続
中
で
今
明
同
年
度

中
に
は
完
成
致
し
ま
し
て
、
あ
こ
が
れ
の

千
古
斧
鋲
を
入
れ
な
い
と
い
う
大
森
林
に

達
し
資
源
の
開
発
と
共
に
泊
駅
ホ
1
ム
を

賑
わ
す
事
を
思
う
時
転
た
快
心
の
情
に
槌

え
ま
せ
ん
。
ま
た
予
て
計
闘
中
の
農
業
セ

ン
タ
ー
も
産
菜
教
育
指
定
学
校
の
小
川
中

学
校
附
近
の
適
地
に
決
定
し
、
既
に
忍
礎

と
地
陪
の

一
部
と
が
出
来
、
本
年
度
中
に

は
全
部
の
建
設
を
終
り
、
セ
シ
タ
l
の
使

命
達
成
に
莞
足
せ
ん
と
し
て
居
り
ま
す
。

尚
、
予
て
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
山
崎

小
学
校
も
危
険
校
舎
と
し
て
承
認
さ
れ
、

今
別
年
中
に
完
成
を
見
る
ベ
く
去
悲
十

一

月
着
工
し
て
既
に
起
工
式
も
終
り
歪
臥
順

調
な
進
捗
撮
り
を
示
し
て
舟
る
こ
と
を
御

報
告
申
上
げ
ま
す
。

ま
た
こ
の
際
特
に
御
読
解
を
仰
た
い
こ

と
は
、
わ
が
町
は
財
政
の
健
全
性
を
陣
保

す
る
た
め
、
地
方
財
政
一山
砲
法
に
払
い
て

財
政
の
再
建
計
翻
を
’樹
て
、
自
治
μ

いけ
の
承

認
を
得
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
数
年
間
は
こ
の
計
劉
に
説
い
て
町

財
政
の
述
営
に
当
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
設
程
度
事
誕
の

縮
少
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
が
、
併
し
「
仲
ぴ
ん
と
す
る
も
の
は
先

ず
縮
め
」
と
の
原
則
に
則
り
ま
し
て
、
朝

日
町
将
来
の
発
展
躍
進
に
備
え
る
為
め
敢

然
こ
の
挙
に
出
た
こ
と
を
御
諒
察
願
い
度

い
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
朝
日
町
観
光
の
王
座
と
し
て
誇

る
わ
が
泊
小
川
温
泉
も
待
望
久
し
く
去
暮

愈
々
引
湯
工
事
が
終
っ
て
十
数
年
振
り
で

霊
験
新
た
か
な
温
泉
が
湯
誌
を
立
て
L
精

h

疏
れ
出
て
、
見
る
だ
に
開
だ
に
心
の
温

ま
る
を
覚
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

宮
崎
捕
の
明
聞
な
風
光
と
、
文
化
の
香

り
高
い
自
然
博
物
舘
と
が
揮
然
相
鼎
座
し

て
愈
々
観
光
客
の
興
趣
を
そ
L
り
、
わ
が

制
日
町
の
前
途
に

一
段
の
光
明
を
添
え
る

も
の
と
し
て
喜
び
に
桜
え
ま
せ
ん
。

以
上
蕪
辞
を
列
ね
て
年
頭
の
辞
に
代
え

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
元
旦

伝

t
一一口

板

野
犬
の
持
と
う
に
御
協
力
下
さ
い

富
山
県
で
は
未
登
録
の
犬
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
を
う
け
て
い
な
い
犬
の
抑
町
、

（揃
殺
〉
を
一
月
十
日
か
ら
一
ニ
月
三
十

一

日
ま
で
の
則
問
に
一回一
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

本
町
で
は
米
軍
齢
、
ん
が
位
射
の
犬
が
多

い
の
で
、
大
変
危
険
な
こ
と
で
、
川
怖
か
ら

派
辿
さ
れ
る
狂
犬
病
予
防
民
（
・身
分
証
川例

制約持
参）

が
ま
わ
っ
て
来
た
ら
御
協
力
を

聞
い
泣
い
。

登仙脚
h

一
八
及
予
防
注
射
を
受
け
て
い
る
犬

は
町
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
鍔
札
な
ど
表

示
し
て
い
た
一
た
き
度
レ
。



今

年

の

基
本

稲

作

対

策

の

昭和32年1月初日発行

稲
作
技
術
の
根
本
が
気
象
、

土
焼
、
水
利
一
下
さ
い
。

等
水
田
の
立
地
条
件
や
経
営
上
等
の
白
然
一
一
刷
早
倍
、
早
植
、

早
問
会
は
四
月
五
日
頃

的
、
社
会
的
環
境
と
品
問
、
栽
培
法
等
の

一
か
ら
で
良
い
。
早
航
は
月
十
日
頃
か
ら

耕
掴
を
合
刷
出
的
に
す
る
の
は
当
俄
で
あ
り

－
初
似
生
前
川
を
安
全
権
保
し
、
強
勢
制制
歎
の

従
っ
て
、
た
と
え
天
肢
が
予
知
山
来
た
に
附
加
、

特
に
削
日
町
と
し
て
は
火
切
で
あ

し
て
も
、
そ
の
対
策
は
処
に
依
り
、
或
は
一
る。

一
軍
仰
に
た
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
し
て
、

印
レ
ン
ゲ
の
早
期
ス
キ
込
み
、

恒久
当
り
さ
一

天
候
は
予
測
山
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

百
メ
以
内
の
ぬ
川
、
削
船
、
二
週
間
前
ま

失
々
に
応
じ
た
対
策
が
必
裂
で
は
あ
る
が
一
で
は
鋤
A
Y
起
す
こ
と
が
必
必
で
す
。

そ
の
基
本
と
な
る
点
に
つ
い
て
考
え
て
見一

ω施
肥
の
適
正

ょ
う
。

祭
器
肥
料
の
泊
施
は
危
険
で
あ
る
。
此
処

山
品
種

品
種
に
対
し
て
は
特
に
病
虫
智

一
二
三
年
は
世
作
で
あ
っ
た
か
ら
特
に
危
険

の
点
に
つ
い
て
選
択
し
て
民
く
こ
と
が
大
一
で
あ
る
ο
水
稲
は
肥
料
で
米
が
取
れ
る
も

切
で
あ
る
。
土
地
に
過
し
た
品
航
特
性
を

－
の
で
は
な
い
、

地
力
で
米
を
以
る
も
の
で

充
分
考
え
る
こ
と
。
県
全
体
と
し
て
は
一

一
あ
令
。
耕
種
改
小川引い
試
作
闘
で
は
反
当
窒
素

応
奨
励
口
問
閣
と
認
定
品
種
が
あ
る
。

一
ご
〆
百
で
反
政
三
石
三
斗
の
米
が
取
れ
て

展
示
闘
の
成
績
か
ら
見
る
と
世
々
平
生
新

一
い
る
。

優
が
面
白
い。

畳
年
早
生
は
聴
数
型
の
品

一窓
索
肥
料
で
今
年
は
石
川爪蜜
素
が
電
力
事

宅

地

力

＼

！
b
l
i！

lhP
4
t－

p
i
lh
j

情
、
社
会

上
位
の
団
ヘ

仇

討

ザ

弘

樹

勢

似

剖

V
A司
V
J
情
勢
か
ら

で
作
る
こ

f

4
F
長
、
d
言、
U
E
門

d
E
W
4島
、

」

し
て
一
一
十

と。

／
l
i
f－
－

4

h
d
V

4
1
1
l
h
F
l＼
五

%

位
の

新
鋭
に
は
刈
収
則
九
月
二
十
五
日
頃
で
あ
減
話
さ
れ
る
か
ら
外
の
肥
料
で
施
す
準
備

り
地
力
中
位
の
処
で
も
良
い。

を
し
て
下
さ
い
。

朝
日
町
は
早
生
が
大
変
多
い
の
で
小
生
極
価
絡
は
（
成
分
尚早価）

も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。

硫

安

一
O
O
と
し
て

金
問
風
は
熟
期
が
十
月
二
十
日
頃
で
す

一

石
民
出
資
索
一

O
五

か
ら

一
考
す
る
必
援
が
あ
る
。
少
く
と
も

一

鼠

紫

九

六

回
、
五
品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
が
天
候
に

一

頃

安

九

七

左
右
さ
れ
る
心
配
が
少
な
い
。

一川
病
虫
害
対
策

間
選
種
、
種
子
消
毒
、
極
子
消
謡
、
議
題

一黒
棒
象
は
七
月
上
旬
、
共
同
防
除
一
斉
薬

は
や
は
り
稲
作
の
重
要
役
割
を
も
な
し
て

一
剤
撒
布
す
る
体
制
、
特
に
い
も
ち
病
に
つ

い

る

の

で

あ

る

。

一

い

て

は

葉

い
も
ち
病
は
早
期
発
足
、
個
人

良
い
種
子
で
な
い
と
増
牧
は
期
待
出
来
な一

防
除
で
あ
る
が
、

ホ
首
い
も
ち
病
に
つ
い

い

。

一

て

共

同
防
除
が

一
番
大
切
で
あ
り
薬
代
も

復
水
選
し
た
も
の
は
水
遷
し
た
も
の
よ
り

一安
く
つ
く
の
で
あ
る。

セ
レ
サ
ン
石
灰
は

反
収
二

1
三
斗
増
牧
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
一
回
は
ホ
首
防
除
に
撒
布
す
べ
き
だ
あ
る

剛
健
苗
の
育
成
、

今
年
こ
そ
全
部
保
温
折

一
ホ
首
い
も
ち
病
は
発
生
し
た
ら
終
り
で
あ

一
決
苗
代
で
健
苗
を
作
っ
て
下
さ
レ

。

一

る

。

い
も
ち
病
以
外
の
病
気
に
も
防
除
に

普
か
ら
苗
作
り
の
大
切
な
こ
と
が
皆
さ
ん

一薬
剤
の
効
果
が
あ
る
。

承
知
の
こ
と
で
す
が
苗
作
り
に
努
力
し
て

一

絞
枯
れ
病
の
被
害
が
年
三
目
立
っ
て
来

ひさあt=> 
1ミf17 第(3) 

た
。
ク
1
ゼ
ニ
仰
ノ
ト
と
一
五
ふ
投
薬
が
効
果

－
た
め
レ
ン
ゲ
稲
作
の
場
合
は
特
に
出
子
が

が
あ
る
。

一大
切
で
あ
る。

即
ち
土
撲
中
の
酸
素
不
足

本
因
管
理
、

回
干
し
が
稲
作
技
術
上
重
要

一
か
ら
ヒ
ツ

コ
ミ
が
起
り
易
い
。
水
稲
の
地

な
こ
と
に
な
っ
た
。

一
下
部
の
機
能
障
害
が
出
る
か
ら
で
あ
る
ο

回
航
店
十
四
日
以
内
に
困
干
し
を
す
る
と

一有
効
分
燃
は
六
月
中
で
あ
る
か
ら
六
月
の

と
新
根
の
発
生
及
び
棋
の
活
力
を
高
め
る

一
米
に
云
わ
ゆ
る
土
用
千
と
し
て
い
ね
の
生

｝

i

l
－－
－！
！
！
！
l
・川
I
l－－

l
i
l
i－－
．！
川
．

1
！パ！
1
．J
，．
J

J

9

、
政
機
共
及
び
段
用
施
設
の
所
有
状

二

一

月

一

自

由

民

業

基

卒

調

査

実

自

－

況

．

－

－

J
－

回

t
n
uコ
一7
4Jλ
コ
月
三
時
刻
王
制
コ
フ

4m－
m、
・
米
芸
き
ん
の
削
目

別
数

叶
引

罰

則

．出

則

的

割

引

・

1
・1
訂

以

引

打

引

1
1
1
1
M

川一

附
入
肥
料
の
梢
設

設
び
に
富
山
県
政
林
水
産
業
統
計
捌
査
鋭
イ
、
温
室
を
後
話
す
る
も
の

u、
倶
楽
の
梢
悦
一品

川
に
も
と
づ
く
制
査
で
、
名

市

町

村

の

良

ロ

、

家

奮
を
附
？
？
則
し
て
、
年
間

玉、

川
直
一
鷹
市

林
水
一
設
業
調
査
委
員
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

宜
賞
以
上
の
牧
繭
高

（
上
倒
）
の

1

ゴ川
町
令
長
は
杭
接
知
耶
の
庇
符
を

受
け
て
調
査
を
行
う
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ

っ
た
も
の

調
査
一
葉
聞
は

次

の

と

お

句

で

あ

る

。

ハ

、

家
官
官
、
家
会
ん
及
び
蜜
一
昨
を
次

2
、
市
町
村
一
氏
は
開
査
員
の
指
樹
監
督

昭
和
三
＋
－
年
度

の
基
準
以
上
飼
養
し
て

い

る

も

の

に

あ

大

る

‘

壁
”
基
本
一
間
査
嬰
領

基
準
牛
一
頭

・
豚
二
頭

六、

一
岡
崎
の
方
法

一
、
回
査
の
目
的

め
ん
羊
三
頭

・
鶏
二

O
羽

1
一
百
食
事
項
．の
ー
か
ら
叩
ま
で
の
事

本

県

設

業

の

突

態

を

明

ら

か

に

し

、

馬

一

一

同

－

U
苧
＝
一月

由

貿

に

つ

い

て

は

愁

皆

誠
査
の
方
法
に

ll

』

よ
り
、
調
査
此
が
相
一当
紋
資
区
内・を

県

並

び

に

市

町

村

設

業

諸

施

策

の

基

礎

兎

一

oz・
蜜
峰
三
群

巡

回

し

、
而
鋲
－
Y
き
と
り
調
査
を
行

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

回
、
回

査

事

項

号

。

＝
、
関
査
の
期
日

1
、
常
住
静
一m
m
員
数
及
び
そ
の
就
業
状

2
、
制
先
取
引
の
刊
及
び
口
の
事
項
は

日
和
三
十
二
年
二
月

一
日

況

表

式

凱

去

の

方

法

に

よ

り

、

市

汀

村

一
一
一
、
回
査
の
範
囲

2
、
出

額

枇

町

村

員

数

長

が

撃

…

m
協
同
組
合
等
関
係
機
…仰
を

調
査
の
期
日
に
お
い
て
、

県
内
に
現

3
、
常
住
位
帯
員
の
う
ち
十
六
才

以

上

通

じ

て

行

う

。

i

存
す
る
す
べ
て
の
農
家
に
つ
い
て
行
う

三
十
才
未
満
の
男
子
の
動
向

七
、
間
査
票
提
出
の
時
期

こ
の
制
査
に
お
い
て
「
民
家
」
と
は

4
、
過
去
一
年
間
の
出
生
、
死
亡
、
転

訓

在

日

目

主
淵
査
終
了
後
淵
立
聴
を
盤

批

営
門中
に
次
の
規
模
以
土
の

3戒
を

入

転

川

状

況

加

し

、

二
恥
十
固
ま
で
に
市
町
村
長
に

営
む
も
の
の
い
る
世
帯
を

L

4

5

、
熊
業

の

状

態

抱

出

す

る
。

川

経
舘
耕
地
問
積
が
五
畝
以
上
で
あ

6
、
農
業
牧
入
別
出
業
経
岱
の
状
況

八
、
結
果
の
公
表

！
る
も
の

7
、
経
営
耕
地
面
積

知
事
は
、
集
計
完
了
後
す
み
や
か
に

凶
経
営
耕
地
一山
積
が
五
畝

歩

未

満

で

（

所

有

地

、
借
入
地
別
）

統
計
速
報
及
び
民
業
基
本
調
査
結
果
報

あ
っ
て
も
次
に
か
L
げ
る
事
項
の
一

8
、

水

田

の

利

用

状

況

告

識

に

よ

っ

て

行

・

1
0

簡
訓
練
を
行
い
、
引
続
き
、
表
彰
式
が
挙

行
さ
れ
、

十
年
の
社
会
奉
仕
活
動
に
対
し

町
長
、
教
育
委
員
長
、
入
装
警
察
署
長
よ

り、

表
彰
状
並
に
、
感
謝
状
が
村
口
隊
長

に
授
与
さ
れ
た
、
叉
大
平
教
育
長
よ
り
優

良
質
、
努
力
賞
、

精
勤
賞
が
渡
さ
れ
、
終

っ
て
、
来
賓
の
祝
静
が
あ
り
、
隊
員
一
同

ス
カ
ウ
ト
の
献
を
、

声
高
ら
か
に
歌
い、

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。〈写
真
H
村
口
隊
長
〉

R 

便

り

s 

。

一
月
十
五
日
午
后
一
時
、
朝
包
町
議
場

に
於
い
て
、
初
訓
練
並
に
、
優
良
ス
カ
ウ

ト
の
表
彰
式
を
行
っ
た
、
会
場
に
は
B
S

隊
十
年
の
歩
み
を
飾
る
各
種
の
事
業
報
告

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数
々
の
表
彰
状
が
展
示
さ

れ
、
一
方
に
は
野
営
用
具

一
式
が
天
幕
と

共
に
強
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
、
初
訓
練

は
基
本
訓
練
に
始
ま
り
、
救
急
法
な
ど
各

育
促
進
を
計
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
点
に
注
意
し
て
今
年
は
技
術
で
米

を
と
る
様
に
し
ま
せ
う
。

尚
枠
制
の
点
に
つ
い
て
は
普
及
員
等
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

4 
9 



(4) 

朝
日
町
学
校
ス

キ
i

指
導
講
習
会

が
あ
が
り
雪
国
の
学
童
を
き
た
与
え
る
ス
キ

ー
基
本
技
術
の
向
上
に
所
期
の
成
果
を
あ

げ
た
。両
日
終
始
指
単
に
た
子
さ
わ
ら
れ
た
朝

日
町
ス
キ

倶
楽
部
会
長
小
川
弥
一
氏
は

「
戦
後
新
し
い
ス
キ
1
術
に
ふ
れ
る
機

会
の
な
か
っ
た
当
地
方
の
先
生
方
が
両

月
を
通
じ
て
指
導
陣
の
合
理
的
で
し
か

も
川
限
定
な
技
術
に
装
し
真
両
日
な
練
習

に
よ
っ
て
滑
降
型
転
．
す
べ
て
戦
前
に
比

ベ
と
終
段
の
進
歩
が
あ
る
。
新
し
い
ス

キ
！
の
部
本
技
術
企
先
生
方
が
体
得
さ

れ
た
こ
と
は
今
後
の
学
怯
ス
キ
ー
の
普

叫
ほ
と
向
上
に
深
い
窓
義
が
あ
る
」

と
細
川
湖
門
会
の
此
県
を
一品川っ
て
僚
ら
れ
た。

昭和32fr三1月20日発行ひさ

朝
日
町

あ

青
少
年
補
導
連
絡

協
議
会
生
れ
る

号

側
同
町
の
将
来
を
に
な
ろ
汗
少
年
の
正

し
い
育
成
は
沢
町
民
の
念
聞
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
十
。
仙
川
後
十
年
学
陵
教
育
社
会

教
育
の
進
凶
充
実
と
民
に
青
少
年
は
新
し

い
民
主
社
会
の
育
成
者
と
し
て
活
々
成
長

し
つ
L
あ
り
ま
す
が
、
一

方
背
少
年
を
と

り
ま
く
社
会
期
低
は
す
べ
て
が
好
ま
し
い

佐
川
路
呪
と
は
い
え
ず

一
部
に
は
不
良
化

の
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
現
状
で
あ
り
ま

す
そ
こ
で
今
凶
背
少
年
に
関
係
深
い
機
関

一

本

ー寸山
X
1
べ工

、rl
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g

・u・
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いい火
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会
H
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K

H
F邸
前

庁

長

－J
eA

U
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1
・

川
市

部

町
内
各
機
附
谷
間
ル州
各
学

技
代
表

第

1
6
 

1

・
i
 

因
み
に
朝
日
町
ス
キ
l
倶
楽
部
で
は
次

の
プ
ラ

ン
を
も
ち
ス
キ
ー
の
普
及
と
発
達

を
め
ざ
し
一
般
の
参
加
を
望
ん
で
い
る
。

ωス
キ
l
学
校
（
一ニ
…峯
ス
キ
l
場）

一
月
二
十
七
日

二
月一
一一
日

二
月
十
同

印
ス
キ
ー
ヅ
ア
1

三
月
三

日

烏

帽
子
か
ら
笹
川
へ

三
月
十
日

蛭

谷

か
ら
三
峯
へ

写
真
は
三
峯
ス
キ
l
場
の
講
習
会

創
校
八
十
周
年
を
迎
え
た

川

小

学

校

,,,_,.... 
世

笹
川
小
学
校
は
明
治
十
年
盈
進
小
学
校

と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
木
年
は
八
十
周
年

を
迎
え
、
去
る
一
月
一
日
意
義
あ
る
・記
念

式
を
あ
げ
た
。

そ
の
間
幾
多
の
人
材
を
育
て
卒
業
生
を

送
る
こ
と
一

三
O
O
名
、
怯
勢
の
発
展
に

つ
れ
校
地
を
新
た
に
す
る
こ
と
三
度
、

裂

庄
の
日間
合
は
附
に
山
を
負
い
笹
川
の
山
流

に
臨
む
い
わ
ゆ
る
山
紫
水
明
の
地
に
位
置

し
、
附
和
十
八
作
戦
争
で
物
資
不
足
の
折

附
地
区
民
の
多
大
な
熱
な
と
読
料
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
照
平
優
美
真
に
学

問
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
L

に
学
ぶ
児
京
一

八
O
名
は
八
O
年
の
伝
統
に
諮
ら
れ
新
し

同
時

い
文
化
の
い
ぶ
き
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

成
長
し
つ
』
あ
る
。

5 
0 

今
度
の
八
十
周
年
に
当
り
運
動
会
、
学

芸
会
、
昔
の
学
校
を
語
る
座
談
会
、

卒
業

生
記
念
演
去
会
、
学
校
八
十
年
史
編
ざ
ん

裏
山
校
庭
の
撤
樹
な
ど
地
区
を
あ
げ
て
わ

れ
等
の
母
校
の
発
展
を
祝
植
す
る
記
念
行

事
や
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特
に
八
十
周
年
記
念
の
お
く
り
も
の
映

写
機
は
構
造
性
能
と
も
最
新
定
評
あ
る
英

国
製
の
ベ
ル
映
写
機
で
約
三
十
万
円
地
区

民
の
寄
金
と
県
外
に
あ
る
同
窓
生
の
熱
誠

一

容
年
一
六
に
、
歳
一パ
た
す
叱
あ
い
運
動
を

あ
ふ
る
L
母
校
愛
の
結
晶
に
成
っ
た
も
の

一
展
開
し
ま
し
た
処
、
町
民
各
位
の
温
レ
御

で
学
校
と
し
て
は
待
望
久
し
い
も
の
で
あ
一
同
情
に
よ
り
、
左
記
の
成
果
を
得
て
、
終

る。

こ
れ
に
よ
り
限
ら
れ
た
環
境
で
生
活

一
了
し
た
こ
と
を
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
糠
出
金
品
及
配
分
表

地

区

種

別

融

出

金

脱
出
白
米

融

出

砂

糖

配

分
山
市

配
分
人
民

境

四

、

九

O
O

七
升
O

ご

四

一

O
八

宮

崎

九
、
六
九
O

二
、
五

四

O

一
四
O

泊

四
O
、
三
五

八

五

四

、
O

五
O
斤

O

八
五

二
五
五

五

箇

庄

九

、
九

五

八

三

O
、
四

二
二

六

三

南

保

九

、
二
五

二

二

六

、
七

二
九

一

一

二

大

家

庄

二

、
二
九
O

九

二

、

七

一

七

五

九

山

崎

三
、
三
九

四

五

六

、

O

一
一
一
六
一
凶
四

野

中

三
、
O
九
O

一
二

五

七

計

八
二
、
九
三
二

二
六
九
、
三

五

O
、
O

二
六
五

九

三
八

備
考

限
出
余
全
額
を
配
分
人
員
に
応
じ
平
等
に
配
分
し
た
。

白
米
、
砂
糖
は
北
海
道
冷
害
教
援
物
資
と
し
て
現
地
へ
送
付

尚

秒

踏
五

O
斤
は
泊
高
桜
英
輔
氏
と
福
田
光
男
氏
の
特
別
寄
附
に
よ
る
も
の
な
り

一

存
年
末
、
日
木
の
川
也
加
入

「
昭

和

三

十

一

年

の

一

置

置

国
際
社
《
一円
四
と
、
減
に
投身

文

化

活
動

を

顧

り

み

て

」

－
開

起

に
切
る
い
ぷ

1
15え

一
開
閉
－

、

こ
与
に
叶’村
一一
十
二
作
の

去
る
十
二
月
二
十
一

日
、
午
后
七
時
よ
一
’
ヨ
岨

新
作
を
迎
・仁
た
。
川
出
の
王
り

り
、
明
円
町
議
会
議
嶋
に
於
い
て
、
計十の

一
胴
在
晶

で
あ
る
。

実
会
で
は

2
22
5五、
富
山
新

聞

凶

明
日
足

、

3
2
g

聞
社
の
後
躍
を
川
町
て
お
こ
な
っ
た
c

一
圃

．．
 
促
進
特
川
抗
町
法
の
必
用
を
受

此
の
路
議
会
は
各
随
一文
化
問
休
の
代
良

一
け
る
こ
と
に
な
り
、
川
和
一二
十
八
咋
皮
に

者
が
出
席
し
て
聞
か
れ
、

今
ま
で
活
動
し

－
雫
・る
一件
店
計
川
の
間
以
を
山町
点
し
た
。

て
来
た
w
併
を
発
表
、
此
後
も
制
日
町
文
化

一

こ
こ
に
汚
慌
の
池
山
台
の
り
拙
え
て
、

向
上
の
為
、
各
館
同
体
は
お
烹
い
に
協
力

一
明
る
い
町
治
h

り
そ
の
協
力
出
制
が
、
二
万

を
惜
し
ま
な
い
市
引
を
話
合
い
、
有
芯
殺
に

一
五
千
町
民
、
打
っ
て

一
丸
と
な
っ
て
、
作

終
っ
た
o

－
り
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

経
験
が
乏
し
く
視
野
の
せ
ま
く
な
り
が
ち

な
児
童
の
学
習
に
新
生
面
を
与
え
学
習
効

果
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
社
会
教
育
も
一
段

と
充
実
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

の
成
果
に

つ
し
て


